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３
団
体
は
昨
年
１２
月
１７
日

に
同
県
内
で
そ
れ
ぞ
れ
総
会

を
開
き
、統
合
を
決
め
た
。青

森
県
観
光
連
盟
を
存
続
団
体

と
す
る
。統
合
後
は
、こ
れ
ま

で
振
興
協
会
が
事
務
局
を
置

い
て
い
た
青
森
県
観
光
物
産

会
館「
ア
ス
パ
ム
」に
事
務
局

を
置
き
、
県
内
の
観
光
施
設

と
の
連
携
な
ど
を
進
め
な
が

ら
全
県
的
な
広
が
り
を
持
っ

た
観
光
関
連
事
業
に
取
り
組

む
。
会
費
や
役
員
は
４
月
１

日
に
開
く
総
会
で
決
め
る
。

県
観
光
連
盟
は
、
観
光
資

源
の
紹
介
宣
伝
や
観
光
客
の

誘
致
促
進
を
図
る
目
的
で
昭

和
３５
年
に
設
立
。
地
域
産
業

な
ど
の
総
合
的
な
紹
介
に
よ

る
産
業
振
興
を
目
的
と
す
る

振
興
協
会
は
昭
和
５８
年
に
、

高
速
交
通
体
系
の
整
備
に
即

応
し
た
事
業
に
よ
る
観
光
と

産
業
の
発
展
を
目
指
す
推
進

協
議
会
は
、
昭
和
６２
年
に
設

立
し
た
。
い
ず
れ
も
市
町
村

や
観
光
関
連
団
体
を
会
員
と

し
て
お
り
、
重
複
会
員
も
多

か
っ
た
。

今
回
の
統
合
に
よ
り
市
町

村
や
関
連
団
体
を
１
組
織
に

集
中
す
る
こ
と
で
、
観
光
情

報
の
発
信
や
観
光
客
受
け
入

れ
態
勢
の
充
実
な
ど
の
取
り

組
み
を
総
合
的
に
展
開
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
青
森
県
は

期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
強

い
公
益
力
を
発
揮
で
き
る
と

し
て
い
る
。

【
小
林
茉
莉
】

青
森
県
観
光
連
盟
（
１
８
９
会
員
、
蝦
名
文
昭
理
事
長
）
と
青
森
県
産
業
振
興
協

会
（
８４
会
員
、
林
光
男
理
事
長
）
、
青
森
県
大
規
模
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議

会
（
９８
会
員
、
蝦
名
文
昭
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
今
年
４
月
に
統
合
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
２
０
１
０
年
の
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
に
向
け
全
県
挙
げ
た
観
光
振
興
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
、
開
業
効
果
の
観
光
関
連
産
業
へ
の
幅
広
い
波
及
を
図
る
。

北
海
道
観
光
振
興
機
構
は

８
日
、東
京
・
銀
座
で
春
夏
の

北
海
道
で
の
滞
在
型
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ゆ
と
り
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
き
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ゆ
と
り
旅
案
内
人
」
に

俳
優
の
小
日
向
文
世
さ
ん
を

任
命
し
た
。
小
日
向
さ
ん
は

早
速
、
北
海
道
の
菓
子
と
し

て
知
ら
れ
る
「
白
い
恋
人
」

な
ど
が
入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

エ
コ
バ
ッ
ク
を
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
笑
顔
で
２
０
０
９

人
に
配
布
し
、
ゆ
と
り
旅
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

小
日
向
さ
ん
は
北
海
道
三

笠
市
出
身
。
今
後
、
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
登
場

す
る
ほ
か
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
小
日
向

さ
ん
が
北
海
道
の
動
植
物
や

風
景
を
つ
づ
っ
た
、
ゆ
と
り

旅
の
魅
力
を
紹
介
す
る
絵
は

が
き
も
配
布
さ
れ
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
北
海
道

の
魅
力
を
語
っ
た
小
日
向
さ

ん
は
「
空
の
美
し
さ
は
何
年

住
ん
で
も
飽
き
ま
せ
ん
」と
、

ゆ
っ
く
り
と
滞
在
し
て
分
か

る
北
海
道
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

年
末
の
１２
月
２６
日
の
夕
方

（
現
地
時
間
）
、
雷
に
よ
り
ハ

ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
全
域
が
停
電

に
な
っ
た
。
ホ
ノ
ル
ル
の
空
港

が
一
時
閉
鎖
に
な
り
、
ワ
イ
キ

キ
の
街
は
真
っ
暗
で
店
も
レ
ス

ト
ラ
ン
も
ま
っ
た
く
機
能
せ

ず
、
ホ
テ
ル
は
自
家
発
電
の
わ

ず
か
な
灯
り
で
、
客
室
は
懐
中

電
灯
の
灯
り
だ
け
と
な
り
、
そ

の
影
響
は
翌
日
に
ま
で
及
ん

だ
。
世
界
に
名
だ
た
る
リ
ゾ
ー

ト
地
が
停
電
に
は
も
ろ
い
も
の

だ
と
多
く
の
人
が
感
じ
た
。
さ

ら
に
は
、
オ
バ
マ
米
国
次
期
大

統
領
が
滞
在
し
て
い
た
か
ら
、

テ
ロ
で
は
な
い
か
と
の
変
な
デ

マ
も
流
れ
る
始
末
。

ど
の
年
代
に
も
人
気
の
ハ
ワ

イ
は
、
日
本
人
観
光
客
が
減
少

し
て
い
る
。
確
か
に
現
場
で
も

そ
れ
は
感
じ
ら
れ
る
。
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
こ
と
か
ら
も
ホ
ノ

ル
ル
市
内
観
光
を
す
る
人
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
ダ
イ

ビ
ン
グ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア

・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
人
気
が

集
ま
る
。
ま
た
、
マ
ウ
イ
島
の

港
で
は
、
カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
の
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
や
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
の
船
が
並
ぶ
。
な
か

で
も
、
オ
ア
フ
島
の
東
海
岸
に

あ
る
ク
ア
ロ
ア
牧
場
は
約
５
０

０
万
坪
で
、
東
京
ド

ー
ム
４
５
０
個
分
あ

り
、
映
画
「
ジ
ュ
ラ

シ
ッ
ク
パ
ー
ク
」
を

は
じ
め
多
く
の
映
画

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
て

い
る
。
ロ
ケ
地
バ
ス

ツ
ア
ー
や
四
輪
バ
ギ

ー
、
乗
馬
、
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
な
ど
が
人
気

で
、
国
籍
を
問
わ
ず

多
く
の
人
が
詰
め
か

け
て
い
る
。
世
界
の

リ
ゾ
ー
ト
で
も
見
る

観
光
か
ら
体
験
型
観

光
へ
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
１
０

０
年
に
１
度
の
大
不
況
と
か
、

未
曾
有
の
経
済
危
機
な
ど
と
言

わ
れ
、
年
末
に
は
非
正
規
社
員

を
中
心
に
職
や
住
居
を
失
っ
た

人
が
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
ん

な
危
機
に
こ
そ
政
治
の
責
任
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
東
京

・
日
比
谷
公
園
に
年
越
し
派
遣

村
な
る
も
の
が
で
き
、
１２
月
３１

日
〜
１
月
５
日
の
間
に
約
５
０

０
人
が
訪
れ
た
と
の
報
道
も
あ

る
。
新
年
ム
ー
ド
も
ど
こ
へ
や

ら
、
仕
事
始
め
か
ら
１
週
間
、

新
年
会
が
め
っ
き
り
減
っ
た
と

こ
ぼ
す
居
酒
屋
や
地
方
の
旅
館

・
ホ
テ
ル
。
不
況
の
連
鎖
が
始

ま
り
多
く
の
方
面
に
影
響
が
出

始
め
て
い
る
。

政
治
に
期
待
し
た
い
が
、
地

域
や
自
ら
の
力
で
切
り
開
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
停
滞
す
る

国
内
観
光
も
地
域
振
興
の
動
き

も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
さ
に「
チ
ェ
ン
ジ
」で
あ
る
。

不
況
だ
か
ら
と
切
り
捨
て
ら
れ

な
い
精
神
文
化
の
向
上
に
貢
献

す
る
旅
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

田
舎
に
は
森
林
や
田
畑
を
守
る

仕
事
も
あ
る
。
不
況
を
吹
き
飛

ば
し
、
明
日
へ
の
希
望
が
満
ち

あ
ふ
れ
て
く
る
よ
う
な
心
高
ま

る
旅
が
日
本
を
変
え
る
こ
と
に

な
る
。

伸
び
て
い
る
の
は
体
験
型
観

光
を
推
進
す
る
地
域
で
あ
る
。

思
い
切
っ
た
計
画
と
行
動
が
必

要
に
な
る
。
失
敗
を
修
正
、
訂

正
し
、
成
功
事
例
に
学
ぶ
こ
と

で
あ
る
。
迷
っ
て
い
る
時
間
は

な
い
。

（
体
験
教
育
企
画
代
表
・
藤
澤

安
良
）

県
挙
げ
て
振
興
策
強
化

北海道観光振興機構

「ゆとりの旅」を提案
俳優の小日向文世さんがＰＲ

〈１３９〉

映
画
の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
ク
マ
ロ
ア
牧

場
で
の
ツ
ア
ー
（
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
）

自
ら
の
力
で
打
開
を

笑顔でアピールする小日向さん（写真中央）

兵
庫
県
・
有
馬
温
泉
の
新

春
行
事「
有
馬
温
泉
入
初
式
」

が
２
日
、
神
戸
市
の
有
馬
小

学
校
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
温

泉
の
繁
栄
な
ど
を
祈
念
す
る

儀
式
の
ほ
か
、
有
馬
の
芸
妓

衆
が
扮
し
た
湯
女
が
練
行
列

や
湯
も
み
な
ど
を
華
や
か
に

披
露
し
た
。

入
初
式
は
江
戸
時
代
か
ら

約
３
０
０
年
続
く
も
の
で
、

有
馬
温
泉
を
発
見
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
大
己
貴
命
、
少
彦

名
命
を
は
じ
め
、
天
災
な
ど

で
被
害
を
受
け
た
有
馬
温
泉

を
再
興
さ
せ
た
行
基
菩
薩
、

仁
西
上
人
へ
の
報
恩
と
、
温

泉
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
目
的

で
行
わ
れ
る
。
神
戸
市
地
域

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
認
定

さ
れ
て
い
る
。

儀
式
は
神
式
と
仏
式
の
両

方
で
行
う
。
湯
泉
神
社
の
大

己
貴
命
の
御
神
体
と
温
泉
寺

に
伝
わ
る
行
基
、
仁
西
の
像

を
輿
に
乗
せ
、
神
官
、
僧
侶
、

旅
館
の
主
人
、
有
馬
芸
妓
の

扮
す
る
湯
女
た
ち
が
、
温
泉

寺
か
ら
有
馬
小
学
校
ま
で
練

り
歩
い
た
。

ま
た
、
白
衣
赤
袴
の
湯
女

連
が
太
鼓
の
囃
子
で
、
初
湯

を
も
ん
で
適
温
に
さ
ま
す
、

湯
も
み
行
事
を
行
っ
た
。

入
初
式
後
に
は
、昔
の「
一

の
湯
・
二
の
湯
」
に
あ
た
る

温
泉
入
浴
施
設
「
金
の
湯
」

入
湯
が
開
始
さ
れ
た
。

當
谷
正
幸
・
有
馬
温
泉
観

光
協
会
会
長
は
「
今
年
は
観

光
業
界
で
は
観
光
元
年
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
有
馬

も
温
泉
の
力
で
誘
客
に
努
め

た
い
。
特
に
情
報
発
信
を
強

化
し
て
い
く
」
と
話
し
た
。

有
馬
温
泉
で「
入
初
式
」

新
年
に
繁
栄
を
祈
念

３
月
２０
日
に
開
通
す
る
阪

神
電
気
鉄
道
の
阪
神
な
ん
ば

線
の
開
通
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
こ
の
ほ

ど
、
現
在
工
事
中
の

ド
ー
ム
前
駅
（
大
阪

市
西
区
）
構
内
で
劇

団
四
季
「
オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
」
の
出
演
俳
優
ら
に

よ
る
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
た
。

大
阪
四
季
劇
場
で
上
演
中

の
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
が

劇
団
四
季
と
阪
神
電
気
鉄
道

と
の
共
催
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
た
。

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
は
抽
選
で

選
ば
れ
た
一
般
の
観
覧
者
５０

人
を
招
待
。
「
オ
ペ
ラ
座
地

下
に
棲
み
つ
く
怪
人
」
に
ち

な
ん
で
、
開
通
前
の
駅
地
下

構
内
で
開
催
さ
れ
た
。

オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
役
の
村

俊
英
さ
ん
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ヌ
・
ダ
ー
エ
役
の
笠
松
は
る

さ
ん
、
ラ
ウ
ル
・
シ
ャ
ニ
ュ

イ
子
爵
役
の
鈴
木
涼
太
さ
ん

が
劇
中
の
歌
を
披
露
し
た
。

阪
神
な
ん
ば
線
は
阪
神
西

九
条
か
ら
近
鉄
難
波
駅
間
を

結
ぶ
線
路
で
、
新
線
区
間
の

建
設
延
長
は
３
・
４
㌔
。
阪

神
な
ん
ば
線
開
通
に
伴
い
、

阪
神
電
車
は
近
鉄
電
車
と
相

互
直
通
運
転
を
ス
タ
ー
ト
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
阪
神
三
宮

（
神
戸
）
〜
近
鉄
難
波
（
大

阪
）
〜
近
鉄
奈
良
間
が
乗
り

換
え
な
し
で
結
ば
れ
る
。

新
年
恒
例
の
「
入
初
式
」

阪
神
な
ん
ば
線
３
月
に
開
通

俳
優
参
加
で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

タ
イ
の
旅
行
番
組

九
州
で
取
材
開
始

Ｖ
Ｊ
Ｃ
の
招
請
事
業

タ
イ
の
旅
行
グ
ル
メ
番
組

の
取
材
陣
が
１３
日
、
九
州
入

り
し
た
。
国
土
交
通
省
九
州

運
輸
局
と
九
州
観
光
推
進
機

構
が
、
日
本
政
府
観
光
局
の

協
力
を
得
て
実
施
す
る
ビ
ジ

ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
招
請
事
業
の
一

環
。
王
族
出
身
の
グ
ル
メ
評

論
家
、
モ
ン
ル
ア
ン
・
パ
ー

サ
ン
・
サ
ワ
デ
ィ
ワ
ッ
ト
氏

を
番
組
レ
ポ
ー
タ
ー
に
７
泊

８
日
の
日
程
で
九
州
の
旅
と

食
を
取
材
す
る
予
定
。

サ
ワ
デ
ィ
ワ
ッ
ト
氏
ら
の

一
行
は
、
福
岡
、
佐
賀
、
長

崎
、
大
分
、
熊
本
を
巡
る
。

別
府
や
由
布
院
に
滞
在
す
る

ほ
か
、
各
地
の
名
産
を
取
材

し
、
熊
本
・
阿
蘇
で
は
そ
ば

作
り
な
ど
を
体
験
す
る
。

舞台俳優が参加

い
ろ
り
を
囲
ん
で

田
舎
気
分
を
満
喫

下
呂
温
泉
合
掌
村

岐
阜
県
下
呂
市
の
観
光
施

設
「
下
呂
温
泉
合
掌
村
」
は

４
月
５
日
ま
で
、
囲
炉
裏
を

囲
ん
で
田
舎
気
分
を
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
。イ

ベ
ン
ト
で
は
、
国
指
定

重
要
文
化
財
の
旧
大
戸
家
住

宅
の
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
田
舎

気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。
土
曜
、
日
曜
の
午
前
１０

時
か
ら
は
、
囲
炉
裏
で
焼
い

た
餅
も
数
量
限
定
で
食
べ
ら

れ
る
。

こ
の
ほ
か
焼
き
芋
体
験
が

２
月
２８
日
ま
で
行
わ
れ
て
い

る
。
参
加
費
は
１
人
３
０
０

円
。
前
日
ま
で
の
予
約
が
必

要
で
２
人
以
上
か
ら
。
雨
天

の
場
合
は
、
屋
内
の
囲
炉
裏

端
な
ど
で
行
う
。
時
間
は
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時
。

合
掌
村
は
、
世
界
遺
産
の

飛
騨
白
川
郷
の
合
掌
家
屋
を

１
９
６
４
年
に
移
築
し
た
施

設
。
１０
棟
ほ
ど
の
合
掌
集
落

に
体
験
型
の
施
設
や
狛
犬
博

物
館
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で

も
、
天
保
４
（
１
８
３
３
）

年
か
ら
弘
科
３（
１
８
４
６
）

年
ま
で
１３
年
間
を
か
け
て
作

ら
れ
た
旧
大
戸
家
住
宅
は
、

現
存
す
る
合
掌
家
屋
の
中
で

も
最
大
級
の
も
の
。

合掌村の囲炉裏

観
光
庁
が
ま
と
め
た
０８
年

７
〜
９
月
の
宿
泊
旅
行
統
計

調
査
の
結
果
、
全
国
の
延
べ

宿
泊
者
数
は
前
年
同
期
比
１

・
４
％
減
の
８
３
７
９
万
人

泊
だ
っ
た
。
２６
道
府
県
で
前

年
の
数
値
を
下
回
り
、
特
に

東
北
で
地
震
の
影
響
と
み
ら

れ
る
減
少
が
目
立
っ
た
。
全

体
の
６
・
９
％
を
占
め
る
延

べ
外
国
人
宿
泊
者
数
も
１
・

１
％
減
の
５
７
５
万
人
泊
。

経
済
情
勢
の
変
化
を
受
け
て

８
月
か
ら
訪
日
外
客
数
が
前

年
割
れ
に
転
じ
た
こ
と
も
あ

り
、
３０
都
府
県
で
前
年
を
下

回
っ
た
。

調
査
施
設
数
は
、
従
業
員

数
１０
人
以
上
の
旅
館
、
ホ
テ

ル
、
簡
易
宿
所
１
万
１
７
１

施
設
。
回
収
率
は
７３
・
１
％

だ
っ
た
。

延
べ
宿
泊
者
数
の
月
別

は
、
７
月
が
３
・
２
％
増
の

２
６
１
７
万
人
泊
だ
っ
た

が
、
８
月
が
２
・
５
％
減
の

３
３
０
９
万
人
泊
、
９
月
が

４
・
３
％
減
の
２
４
５
４
万

人
泊
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
で
は
、
青
森

県
が
１８
・
３
％
減
、
宮
城
県

が
１６
・
６
％
減
、
岩
手
県
が

１５
・
６
％
減
と
な
る
な
ど
東

北
で
２
ケ
タ
の
減
少
が
３

県
。
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

（
０８
年
６
月
）
、
岩
手
北
部

地
震
（
同
７
月
）
の
影
響
と

み
ら
れ
る
。
一
方
で
石
川
県

が
１７
・
１
％
増
と
な
っ
た
の

は
、
能
登
半
島
地
震
（
０７
年

３
月
）
に
よ
る
落
ち
込
み
か

ら
の
回
復
と
み
ら
れ
る
。

延
べ
宿
泊
者
数
の
上
位
５

都
道
府
県
で
も
、
東
京
都
と

千
葉
県
を
除
く
と
、
北
海
道

が
５
・
０
％
減
、大
阪
府
が
２

・
２
％
減
、静
岡
県
が
１
・
６

％
減
と
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

延
べ
外
国
人
宿
泊
者
数
の

月
別
で
は
、
７
月
が
５
・
６

％
増
の
２
１
８
万
人
泊
、
８

月
が
３
・
６
％
減
の
１
９
２

万
人
泊
、９
月
が
６
・
３
％
減

の
１
６
５
万
人
泊
だ
っ
た
。

国
籍
別
で
は
、
韓
国
が
１９

・
４
％
減
の
９６
万
人
泊
と
落

ち
込
み
、
韓
国
人
客
の
多
か

っ
た
地
域
へ
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の

ほ
か
上
位
で
は
台
湾
が
２
・

５
％
減
の
９７
万
人
泊
、
ア
メ

リ
カ
が
６
・
７
％
減
の
７０
万

人
泊
と
減
少
し
た
。
こ
れ
に

対
し
中
国
は
６
・
４
％
増
の

６９
万
人
泊
、
香
港
は
５
・
２

％
増
の
５２
万
人
泊
と
増
加
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
２５
・
９

％
増
の
１４
万
人
泊
、
フ
ラ
ン

ス
は
２５
・
９
％
増
の
１３
万
人

泊
と
大
き
く
伸
ば
し
た
。

外
国
人
の
宿
泊
状
況
を
都

道
府
県
別
に
み
る
と
、
宿
泊

者
数
の
上
位
で
は
北
海
道
が

２１
・
０
％
増
の
６４
万
９
千
人

泊
だ
っ
た
が
、
東
京
は
５
・

６
％
減
の
１
８
９
万
３
千
人

泊
、
大
阪
も
３
・
２
％
減
の

６６
万
６
千
人
泊
と
前
期
を
下

回
っ
た
。
一
方
で
大
き
く
伸

ば
し
た
の
は
沖
縄
県
で
、
香

港
か
ら
の
定
期
便
の
利
用
客

の
増
加
、
マ
カ
オ
か
ら
の
チ

ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
な
ど
で

７１
・
４
％
増
の
１０
万
６
千
人

泊
と
な
っ
た
。

栃
木
・
湯
西
川
で

か
ま
く
ら
祭
開
催

栃
木
県
日
光
市
の
湯
西
川

温
泉
で
１
月
２４
日
か
ら
、「
か

ま
く
ら
祭
」が
開
催
さ
れ
る
。

か
ま
く
ら
と
氷
で
作
っ
た
ぼ

ん
ぼ
り
の
灯
が
幻
想
的
な
空

間
を
演
出
す
る
。

期
間
は
３
月
８
日
ま
で
の

４４
日
間
。
恒
例
行
事
で
今
年

で
１６
回
目
を
迎
え
る
。

０８年７～９月

宿 泊 者 数

２６
道
府
県
で
前
年
割
れ

東
北
地
方
は
地
震
が
影
響

オ
フ
期
対
策
で

小
冊
子
を
作
成萩

市

山
口
県
の
萩
市
観
光
協
会

と
萩
・
花
ご
よ
み
実
行
委
員

会
は
「
冬
の
ぶ
ら
り
萩
あ
る

き
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
作
り
、

１２
月
中
旬
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
や
バ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
布
し

た
。
「
観
光
の
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
に
あ
た
る
１
〜
３
月
の
誘

客
拡
大
を
図
る
」
（
市
観
光

課
）
の
が
狙
い
で
、
初
の
試

み
。パ

ス
ポ
ー
ト
は
、
冬
の
萩

を
「
味
わ
う
」
「
暖
ま
る
」

「
楽
し
む
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
店
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

紹
介
。

暖
ま
る
で
は
１０
日
か
ら
３

月
末
ま
で
の
「
萩
温
泉
郷
湯

め
ぐ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

取
り
上
げ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に

付
い
て
い
る
ク
ー
ポ
ン
券
を

持
参
す
れ
ば
７
施
設
の
日
帰

り
温
泉
で
特
典
や
割
引
が
受

け
ら
れ
る
。
萩
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
天
空
の
場
合
、
日
帰
り

入
浴
料
金
８
０
０
円
が
５
０

０
円
と
な
る
。

市
な
ど
が
力
を
入
れ
て
い

る
椿
ま
つ
り
（
２
月
２１
日
〜

３
月
２２
日
）
も
掲
載
。
２
万

５
千
本
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
咲

く
笠
山
椿
群
生
林
は
、
今
年

度
花
の
観
光
地
づ
く
り
賞
で

「
フ
ラ
ワ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

賞
」
を
受
賞
し
て
お
り
、
新

し
い
観
光
素
材
と
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
意
向
だ
。

パ
ス
ポ
ー
ト
は
２
万
５
千

部
作
り
、
観
光
協
会
や
市
役

所
、
旅
館
協
同
組
合
な
ど
に

も
置
い
て
い
る
。

宿泊旅行統計調査 ２００８年７～９月 ▲＝マイナス

（前年
同期比）
▲１．１％
２１．０％
３．８％

▲２６．３％
▲１１．２％
▲８．４％
６．９％
▲０．９％
１７．６％
▲２．８％
▲２．４％
１．４％
９．３％
▲５．６％
▲１１．６％
１０．４％
２．８％
４．１％
▲７．８％
▲４．７％
▲２０．３％
▲１．６％
▲２．８％
▲４．５％
１１．５％
▲８．８％
１．２％
▲３．２％
６．４％
▲３．３％
▲１４．１％
１３．０％
▲３３．０％
▲７．５％
１０．３％
▲２０．６％
▲４５．３％
▲８．１％
▲２３．６％
１０．１％
▲７．２％
１２．９％
▲１１．８％
▲２４．８％
▲２２．５％
▲１０．７％
▲８．０％
７１．４％

うち
外国人延べ
宿泊者数
５，７４６，３９０
６４９，２７０
１７，３００
１５，１３０
３４，０４０
８，７６０
７，９５０
２９，１６０
２３，８７０
２６，１７０
１３，８７０
２０，２００
４３３，９４０
１，８９２，６５０
１６３，８７０
２３，３００
２７，５２０
３６，６６０
６，１５０
９６，０１０
５４，３６０
３８，８００
１１０，０５０
２４５，６５０
１９，９００
２４，１２０
２７５，８１０
６６５，７８０
１１７，５１０
１４，４７０
２４，６３０
３，０５０
１，９３０
１８，０２０
６３，８４０
７，５７０
３，８１０
７，０２０
９，５５０
３，８３０
１２６，０１０
１０，３９０
１０１，３４０
７１，２９０
６１，０３０
１６，０８０
１９，１７０
１０５，５８０

（前年
同期比）
▲１．４％
▲５．０％
▲１８．３％
▲１５．６％
▲１６．６％
▲８．９％
▲７．９％
▲０．６％
４．８％
▲６．９％
▲４．１％
▲１．５％
０．３％
１．３％
５．１％
７．８％
９．９％
１７．１％
１１．３％
３．６％
▲５．３％
３．０％
▲１．６％
０．６％
５．０％
▲５．３％
▲４．１％
▲２．２％
０．３％
７．５％
▲１．６％
▲１０．７％
１１．２％
▲７．７％
▲１．８％
▲１．１％
２．５％
９．９％
▲２．７％
２．９％
▲３．６％
▲１７．６％
▲８．２％
▲０．６％
▲４．９％
２．４％
５．０％
６．０％

延べ
宿泊者数

８３，７９４，３３０
７，５９３，５２０
８２８，４２０
１，００９，６１０
１，７４８，２８０
８７７，１４０
９３７，０８０
２，０８８，８００
９２７，３５０
１，８１８，８６０
１，８１５，２７０
８０９，５００
４，０４５，８７０
９，３４０，０７０
２，９５８，７９０
１，８６９，８２０
７８３，３００
１，３４０，２１０
６１１，８４０
１，２６８，８００
３，１９０，８７０
１，００７，３３０
３，７１６，４７０
２，７５９，５３０
１，５１４，４２０
７３１，８７０
２，１８７，５８０
４，１５３，０００
２，３８９，７１０
２７６，１００
１，０３５，３９０
４７４，９１０
５３６，２００
９３７，３９０
１，４１５，２５０
８０８，３５０
３６３，３３０
６３４，２２０
６１５，７２０
５２５，０６０
２，０９７，７８０
５０７，５３０
１，０６５，４３０
１，３８８，１６０
１，１６３，３４０
６７８，２７０
１，２９６，２７０
３，６５２，３４０

全国
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県


